本装置の各部の名称やその機能、特長について説明します。 


本製品の特長 (—2 ページ） . 

. 本製品の紹介とその特長、機能について説明しま 

す。また、添付の CD - ROM と代表的なバンドル 
ソフトウェアについて説明しています。 

各部の名称と機能 (—7 ページ） . 

. 本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説 

明しています。 

基本的な操作 (—12 ページ） . 

. 電源の〇 N や〇 FF の方法、およびフロッピーディ 

スクや CD - R 〇 M のセット方法、クライアントマ 
シンから本装置へのアクセス方法などについて説 
明しています。 








本製品の特長 

本製品について紹介します。 


おちな特長と機能 


本装置はネットワーク上のクライアント PC が利用するさまざまなデータやデータベースを 
ハードディスクに格納することにより、資産の共有化と一元管理化を目的としたネットワー 
クファイルサーバです。 

■ Network Attached Storage (NAS) 

NAS とは、既存環境に対する変更を加えることなく、大規模ストレージシステムを提供 
するネットワーク接続型ストレージに特化したアプライアンスサーバです。 

一般的に NAS は非常に導入が容易です。ネットワーク管理や 0 S に関する広範な知識がな 
くとも使用することができ、通常管理業務はクライアントから Web ブラウザベースの 
GUI 経由で行うことができます。ユーザーは NAS をネットワークに接続、電源を投入 
し、最小限のセットアップ作業を行うだけで運用を開始することができます。 

■ 高速なファイルサービス 

ファイルサービスに最適化した専門設計により、高コストパフォーマンスを実現。 

■ 高い処理性能 

— NAS (Network Attached Storage ) サーバとしての性能向上に必要な機能のみを実 
装したスリムな専用サーバ 

-ファイルアクセスの性能をチューニングし、優れたパフォーマンスを提供 
-マルチプ□トコルに対応 

■ 容易なシステムの導入と設定 

CIFS ( Windows )、 NFS ( UNIX ) ベースの混在するネットワーク環境に設定から稼働まで 
約10分で導入が可能です。 

■ 高い運用管理能力 

システム運用管理ソフトウェア ESMPR 〇で他のサーバ、ワークステーションと連携し、 
稼働状況の遠隔管理も可能。 

■ 拡張性 


高さわずか 1 U (約 44 mm ) の省スぺース型の形状は、ラックには最大44台、卓上では最大 
3台まで積み重ねて設置することができ、装置単位での拡張が可能です。 
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■ 管理機能 

システム運用管理ソフトウェア ESMPRO との統合 ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Managei 1 ：：ct 

る一元管理や稼動状況の遠隔監視が可能になります。 

エクスプレス通報サービス エクスプレス通報サービスをお申し込みいただくこと 

で、管理センターからの遠隔管理が可能になります。 

■ ファイルサーバ機能 

マルチプロトコル対応 CIFS 、 NFS 、 FTP のマルチプロトコルに対応。 Windows や 
UNIX 、 Linux などが混在する既存のネットワーク環境に設置するだけで簡単にそのネッ 
トワーク環境での記憶容量を拡張することができます。 

ファイルアクセス制御 ファイルシステムに NTFS を使用しているため、ファイルのア 

クセス制御をきめ細かく設定できます。 


添付のディスクについて 


本装置には、セットアップや保守 • 管理の際に使用する CD-R 〇 M やフロッピーディスクが添 
付されています。ここでは、これらのディスクに格納されているソフトウェアやディスクの 
用途について説明します。 

I n -0 添付の CD - ROM やフロッピーディスクは、システムのセットアップが完了した後でも、シ 
ステムの再セットアップや保守 • 管理の際に使用する機会があります。なくさないように大 
切に保存しておいてください。 

• Network Attached Storage CD-ROM 

システムのバックアップとなる CD-R 〇 M です。 

再セットアップの際は、この CD-R 〇 M から本装置へソフトウェアをインストールしま 
す。詳細は153ページを参照してください。 

購入時のハードディスクには、本装置に必要な〇 S やモジュール、コンポーネント、管 
[ tW ] 理用アプリケ—ションがすべてインストール済みです。初めてのセットアップでは、 
「保守•管理ツール CD - R 〇 M 」 を使って作成した「設定ディスク」 （3.5 インチフロッピー 
ディスク1枚）をセットして電源を〇 N にするだけでセットアップは完了します（約10 

分)。 

CD-R 〇 M の中にはおもに次の〇 S やコンポーネント、モジュール、アプリケーションが格 
納されています。これらは、再セットアップの際に自動的にインストールされます。 

— Microsoft Windows Powered OS と本装置に必要な関連モジュール (Service Pack 
を含む） 

— Service for UNIX(UNIX 環境との接続に使用するモジュール） 

- Snapshot (即時データ複製を可能にするアプリケーション） 

- ESMPR 〇 /ServerAgent (管理用統合アプリケーション） 

-エクスプレス通報サービス（保守用アプリケーション、利用には別途契約が必要で 

す。 ) 

-その他、専用デバイスドライバや専用モジュール 


本製品について 
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• 保守•管理ツール CD-ROM 

本体およびシステムの保守 • 管理の際に使用する CD - ROM です。 

この CD - ROM には次のよラなソフトウェアが格納されており、その用途に合わせて使用 
されます。 

-保守.管理ツール 
-初期設定ツール 
— ESMPRO/ServerManager 


MWA 


CD - R 〇 M は Windows 95/98/ Me / 2000または Windows NT 4.0 が動作しているコン 
ピュータの CD - R 〇 M ドライブにセツトすると、自動的に 「Install Menu 」 が起動します。 
Install Menu からは 、 Windows 95/98/ Me / 2000 、 Windows NT 4.0 で動作する各種 
ソフトウェアの実行やインストールをすることができます。 

• Express 5800 / StorageServer 連携モジュール（フ□ツピーディスク） 

巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/^396「から管理コン ソール ( WebUI ) を起動する際に使用します 0 



添付の CD - R 〇 M やフロッピーディスクに格納されている管理アプリケーションの用途につい 
て簡単に説明します。 

■: システムの運用や管理に関する詳細な説明は、本書の3章「管理者ガイド」に記載されてぃま 

reTTi す。 

本製品に関する最新の情報は次のホー厶ぺージからダウンロードすることができます。 
http://www.express.nec.co.jp/ 

「58番街」：製品情報や〇 &A など最新の Exress 5800シリーズ情報満載！ 
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ESMPRO 


「 ESMPRO ®」 は、 NEC が提供するサーバ管 
理 • 監視ソフトウェアです。 

リモートでシステムの稼動状況や障害の監 
視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

本装置を運用する際は、 ESMPR 〇を利用 
して、万一のトラブルからシステムを守る 
よう心がけてください。 


フ7ィル (£) 編集(里）表巧 




咖 B 



| シス亍ム情報 

觀名 
既レス 

■PX7K レス 

SNMP コミュニティ名 (Get) 
SNMP コミュニティ名 (Set 〉 
os タィフ*フ 


，所 

*1 觀 

T サー 

Ml エーゾ 1 ン 
S 名 （ Mana 丨 

SA にシ * ョン 1 

ジ番号 (M 

m. 


RWUf 熊 Kf 

RWU 梅能 IF , ^ . 

NT サーハエーシ i ント 
DMI エーゾ i ント 

OS 名 (Management Console 用） 

OSA ' ーゾヨン (Management Console 用） 
本♦ート番号 (Management Console 用） 


±1 請 I 


||窗才 av •シ 


本装置を監視するソフトウェア 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」& rNetwo「k Attached Storage 
CD - R 〇 M 」 に、本装置を管理するためのソフトウェア 「 ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「_^、 r ® 
守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 に格納されています。 ESMPR 〇 / ServerAgent はあらかじめシス 
テムの一部として本体に組み込まれています。また、再セットアップの際にも自動的にイン 
ストールされます。 

ESMPR 〇を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構築する場合は別売の 
「 ESMPR 〇システム構築ガイド Ver . 2.0 ( UL 9005-201)」を参照してください。この説明書 
は ESMPR 〇製品をシステムで活用するためのガイドです。 

また、 ESMPR 〇には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源管理、 
ストレージ管理を行う専用のアプリケーシヨン ( ESMPR 〇プ□ダクト）が用意されています。 
ESMPR 〇プ□ダクトについては、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 


エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMIT 〇〇 L ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 

I n-O エクスプレス通報サービスの利用には別途契約が必要です。 


エクスプレス通報サービスは 「Network Attached Storage CD - R 〇 M 」 に格納されています。 
あらかじめシステムの一部として本体に組み込まれています。また、再セットアップの際に 
も自動的にインストールされます。 


本製品について 
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保守 • 管理 ツール 

後述の 「 MWA 」 を介してリモートで本装置を管理したり、システム診断、オフライン保守 
ユーティリティの実行などを行ったりします。詳細は116ページを参照してください。 

保守 • 管理ツールは「保守-管理ツール CD - R 〇 M 」 に格納されています。 


初期設定 ツール 


本製品のセットアップ時に使用する「設定 
ディスク」を作成するツールです。この 
ツールを使ってコンピュータ名やネット 
ワークの設定を設定ディスクに書き込み、 
セットアップの際に本装置に読み込ませま 
す。詳細は39ページを参照してください。 
初期設定ツールは「保守 • 管理ツール CD - 
ROM 」 に格納されています。 



Express 5800 /StorageServer 連携モジュール 


巳31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13旧96「がインストー 
J レされてし^'る環境に Express 58 0 0/ 
Storag eSer ver 連携モジュールを適用する 
ことで、 ESMPR 〇 /ServerManagercfc 
り、本製品の管理コンソール ( WebUI ) が起 
動できます。 



Management Workstation Application(MWA) 

リモート ( LAN 接続またはクロスケーブルによるダイレクト接続)で管理コンピュータか6本 
装置を管理したい時に使用するソフトウェアです。詳細は110ページを参照してください。 
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各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 

I n-O ここで説明していないスイッチやコネクタは使用しません。使用すると故障の原因となりま 
BBS す。 


本体前面 


① フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護するカパー。添付の 
セキュリティキーでロックすることができる。 

② キース □ット 

フロントべゼルのロックを解除するセキュリティキーの差 
し do 

③ POWER ランプ(緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する。 

④ STATUS ランプ(緑色/アンバー色） 

本体の状態を表示するランプ。正常に動作している間は緑 
色に点灯する。異常が起きるとアンバー色に点灯、または 
点滅する。 

⑤ DISK ACCESS ランプ(緑色） 

取り付けているディスクが動作しているときに点灯する。 

⑧ LHD (ユニット旧）ランプ(黄色） 

装置を識別するためのランプ。ランプ点灯中をメンテナン 
ス中とした場合、本体前面/背面からメンテナンス中の装 
置を見分けることができる。 

⑦ ACT / LINK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続しているハプなどのデパイスとリ 
ンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態にある 
ときに緑色に点滅する。丸数字の後の数字は「1」が LAN ポー 
卜1用で、「2」が LAN ポート2用を示す。 

⑧ 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフロッピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み出しを行ラ装置。 

(8)-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 ディスク揷入口 

(8) -3 イジェクトボタン 

⑨ CD - ROM ドライブ 

CD - ROM の読み出しを行う装置。 

( D -1 ディスクアクセスランプ 

(9) -2 CD トレーイジェクトボタン 
(9)-3 エマー ジェンシーホール 

⑱ POWER スイッチ 

電源を〇 N / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプ 
が点灯し、 ON の状態になる。もラー度押すと電源を〇 FF 
にする。4秒以上押し続けると強制的にシャットタ'ウンす 
る。 


③④⑤ 



⑥ ©-1 (7)-2 



⑪ LHD (ユニット旧）スイッチ 

本体前面/背面にある UID ランプを〇 N / OFF するスイッチ。ス 
イッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もラー度押すと 
消灯する。 

⑫シリアルポート 2( C 0 M 2) コネクタ(保守用） 

管理コンピュータと接続するためのコネクタ。通常は使用し 
ない0 

シリアルポート 2(C0M2) コネクタは管理コンピュータのイ 
ンタフェースに予約されています(初期状態)。 

⑱ DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しない。 


本製品について 
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本体背面 


シリアルポート1 ( COM 1 ) コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する。 

LAN コネクタ 

1〇〇 BASE - TX / 1 0 BASE - T と接続するコネクタ。 LAN 上の 
ネットワークシステムと接続する。丸数字の後の数字は「1」 
が LAN ポート1で、「2」が LAN ポート2を示す。接続はポー 
卜番号の小さい順に接続する。 

ACT / LINK ランプ(緑色） 

ネットワークポートが接続しているハブなどのデバイスと 
リンクしているときに緑色に点灯し、アクティブな状態に 
あるときに緑色に点滅する。丸数字の後の数字は n 」が LAN 
ポート1で、「2」が LAN ポート2を示す。 

100 TX ランプ(黄色） 

ネットワークポートが100 Mbps で動作しているときに黄色 
に点灯する。 10 Mbps で動作しているときは消灯する。丸 
数字の後の数字は「1」が LAN ポート1で、「2」が LAN ポート2 
を示す。 

POWER ランプ(緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する。 


①② -1 ② -2 






③ -2 ④ -2 ⑥ 


⑧ 

⑦ 

⑧ 


LHD (ユニッ ト旧）ランプ(黄色） 

装置を識別するためのランプ。ランプ点灯中をメンテナ 
ンス中とした場合、本体前面/背面からメンテナンス中の 
装置を見分けることができる。 

PCI ポード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット。 

電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する。 


ディスクベイ2 

冷却ファン(丸数字の後の数字はファン番号を示す） 
電源 ユニット 
PCU ロット 
マザーボード 

DIMM (Slot #1に1枚標準装備） 

プロセッサ ( CPU ) 

ディスクベイ1 
CD - R 〇 M ドライブ 
フロッピーディスクドライブ 



本体内音!} 


①② 


③ 


④ 


⑤ 


G ② Q ④⑤ ㊉ ⑦®⑨⑩ 
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プロセッサ （ 
冷却ファンニ 
DIMM ソヶッ 
DIMM #2イ 

フロッピーラ 
IDE コネクタ 
IDE コネクタ 
フロントパ^！ 
電源コネクづ 
リチウム電对 
コンフイグし 
PCI ス□ット 
外部接続コ3 


CPU ) 

]ネクタ 

卜（右図の左から DIMM #1^ 
〕IMM #3) 

ィスクドライブコネクタ 
(セカンダリ） 

(プライマリ） 
g レコネクタ 
? 

せ(バッテリ） 

ノーシヨンジヤンパスイッチ 
^クタ（前ページ参照） 


本体前面 



本体背面 


ランプの表示とその意味は次のとおりです。本体前面には8つ、背面には6つのランプがあり 
ます0 



POWER ランプ(①） 

本体前面と背面に各1個あります。電源が〇 N の間、ランプが緑色に点灯しています。 


ランプ表示 


① © ③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫ 


本製品について 


9 




























































STATUS ランプ (◊) 


本体前面にあります。本体が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 
STATUS ランプが消灯しているときや緑色に点滅、またはアンバー色に点灯/点滅している 
ときは本体に何ら かの 異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 

■： • ESMPR 〇またはオフライン保守ユーティリティを使ってエラーログを参照することで 

故障の原因を確認することができます。 

參いったん電源を〇 FF にして再起動するときに、〇 S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか （14 ページ参照）、一度電源コードを抜き差しして 
再起動させてください。 


STATUS ランプの状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作していま 
す。 

BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデバイス 
を確認後、早急に交換することをお勧めし 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を〇 N にしてください。 


POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、 
しばらくすると緑色に点灯します。 


CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を〇 FR こして、電源を〇 N にし 
直してください。 POST の画面で何らかのエ 
ラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを記録して保守サービス会社に連絡 


CPU 温度の異常を検出した。 


ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

してください。 


メモリで訂正不可能なエラーが検出さ 
れた。 



PCI システムエラーが発生した。 



PCI パリティエラーが発生した。 



CPU バスエラーが発生した。 



ISA 1/〇チェックでエラーが発生し 
た。 



メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちくださ 
い0 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着してい 
ないかどうか確認してください。また、 

内部ファンのケーブルが確実に接続されて 
いることを確認してください。 

それでも表示が変わらない場合は、保守サ 
ービス会社に連絡してください。 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

アンバー色に点滅 

デバイス不良を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

内部ファンのケーブルが確実に接続されて 
いることを確認してください。それでも表 
示が変わらない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 



























DISK ACCESS ランプ ( 0 ) 

本体前面にあります。 DISK ACCESS ランプは本体内蔵のハードディスクや CD-ROM ドライ 
ブにアクセスしているときに点灯します。 


UID ( ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面にある UD スイッチを押すと点灯し、もう一度 
押すと消灯します。複数台の装置がラックに搭載された中から特定の装置を識別したいとき 
などに使用することができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプ 
を点灯させておくと、対象装置を間違えずに作業することができます。 


ACT/LINK ランプ (ACT/LNK1 、 ACT/LNK2) 

本体前面と背面 (LAN コネクタ部分)に各1個あります。本体標準装備のネットワークポート 
の状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場合 
に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します ( ACT )。 
LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) コントローラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡して 
ください。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフロッピーディスクドライブと CD-R 〇 M ドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクや CD-R 〇 M にアクセスしているときに点灯します。 


100 TX ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分に各1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが 100 BASE-TX か、 10 BASE-T のどちらのネットワークインタフエースで動作され 
ているかを示します。点灯しているときは、100 BASE-TX で動作されていることを示しま 
す。消灯しているときは、 10 BASE-T で動作していることを示します。 


本製品について 








基本的な操作 


本装置の基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


ラックに搭載した本体の電源の〇 N / OFF やフロッピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ 
を取り扱うときはフロントべゼルを取り外します(卓上に設置した場合は、フロントべゼル 
を取り付けることはできません)。 

I n -0 フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができませ 
ん。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽く押しながら 
回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持って手前 
に引<。 

3. フロントぺゼルを左に少しスライドさせ 
てタブをフレームから外して本体から取 
り外す。 


フロントべゼルを取り付けるときは、フロン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取 
り付けた後はセキュリテイのためにもキーで 
ロックしてください。 




12 






































POWER スイツチ〜電源の ON/OFF 


前面にある P 〇 WER スイッチで本装置の電源を〇 N にします。電源の〇 FF はクライアントマシ 
ンからブラウザベースの 「 WebUU を使います。 


電源の ON 

電源を〇 N にする場合は、本体前面にある POWER スイッチを押します。 
次の順序で電源を〇 N にします。 


[tyF\ 


ここでは、セットアップを完了した後の電源の〇 N の手順について説明しています。導入後 
のセットアップを始めるときは、38ページの「システムのセットアップ」を参照してくださ 

い。 


本体に電源コードが接続されていることを確認する。 

電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます（約5秒間)。初期診断中は POWER 
スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほど時間をおいてから P 〇 WER ス 
イッチを押してくださし、。 

2. 本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


4. 


5. 


6 . 


I チェック」 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が〇 N になっていることを確認してください。 


3. ラックに搭載している場合は、フロントべゼルを取り外す。 


フロッピーディスクドライプ、および CD - ROM ドライブにディスクがセツトされていないことを 
確認する。 


w-Ol 


CD - ROM ドライブにディスクがセットされているとそのディスクから起動を始めます。必ず 
ディスクがセットされていないことを確認してください ( CD - ROM ドライブの場合は、電源 ON 
の直後に CD - ROM ドライブのスイッチを押してトレーをイジェクトすれば問題ありません)。 

添付の 「Network Attached Storage CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにセットしたまま電 
源を ON するとソフトウェアの再インス I -ールを始めます。それまでの設定がすべて初期値に 
戻ってしまいます。 


本体前面にある POWER スイッチを押 
す。 

クライアントマシンの Web ブラウザを 
使って本装置へアクセスできることを確 
認する。 

詳しくは21ページの「本装置への接続」を 
参照してください。 


do poo 0000 poo 〇 oot 


3〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
|〇〇〇〇〇〇〇 


〇 S S S 日 


POWER スイッチ 


本製品について 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。（本体前面にある POWER スイッチを押してもシャツトダウ 
ン処理後に電源は〇 FF になります。） 


1. クライアントマシンの Web ブラウザより本装置の管理コンソール （ WebUI ) へ接続する。 
詳しくは21ページの「本装置への接続」を参照してください。 


2. [メンテナンス]をクリックする。 


3. [シャツトダウン]をクリックする。 




4. [シャットダウン]を選択し、 [0 K ] ボタン 
をクリックする。 

5. 確認のダイアログボックスが表示される 
ので、[〇 K ] ボタンをクリックする。 

自動的に電源が OFF になります。 



強制電源 OFF 

「電源の〇 FF 」 に示す方法でクライアントマシンから本装置をシャットタ'ウンできなくなった 
ときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こできなくなったときに使用します。 
本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FR こなります。 
(電源を再び ON にするときは、強制電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてく 
ださい。） 

























































LMD スイッチ〜サーバの確認〜 


複数の装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「 UD (ユニッ HD ) ランプ」が設けられていま 
す0 


A 



纖¥纖繼繼繼糧繼¥纖慕 。 晋狐 

]1 

纖繼¥撤繼纖獵繼¥纖微晋。。暫^^^ 

1 1 

i 

纖繼獵稱纖画讎蕭麟 g 。 漏^^^^^ 

L§ 


1 1 


纖繼¥纖繼纖獵繼繼凝胤職^^^^ 

1 


UID スイッチ 


UID ランプ 


前面にある UID (ユニット D ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守 
する装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 


喔 L 

rpn 


本体背面にも POWER ランプがあります。通電中であるかどうかを確認することができま 
す0 



□□□□□□□□□ 


□□□□□□□□□ 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード） • 保存(ライト）を行うこ 
とのできるフロッピーディスクドライブが搭載されています。 


フロッピーディスクのセット/取り出し 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が〇 N 
( P 〇 WER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。 

イジェクトボタンを押すとフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブから取り出せ 
ます。 

^ フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディスク 
を取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 
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フロッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。また、その構造は非常にデリ 

ケートにできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。 

• フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで揷入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやぼこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やぼこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ 
スクは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフロッピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイッチで行います。 

• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失ラ場合があります。このよラな場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。 



本製品について 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは次の場合などに使用しま 
す。 

• 添付の 「Network Attached Storage CD - R 〇 M 」 を使ってソフトウェアを再インストール 
するとき （153 ページ参照） 

• 添付の「保守 ■ 管理ツール CD - ROM 」 を使って本装置を保守するとき （1 16ページ参照） 



△注意 


GA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧ください。 

CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセット/取り出し 

• CD - ROM ドライプに 「Network Attached Storage CD - R 〇 M 」 をセットしたまま本体の電 
源を〇 N にすると（または再起動すると）、ソフトウェアの再インストールを始めます。そ 
れまでの設定がすべて初期値に戻ってしまいます。 

• CD - ROM ドライプに「保守 • 管理ツール CD - R 〇 M 」 をセットしたまま本体の電源を〇 N に 
すると（または再起動すると）、 CD - ROM から起動し 、 StorageServer Lite として使用 
できません。 


CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブにセットする前に本体 
の電源が ON ( POWER ランプ点灯）になっていること 
を確認してください。 

CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタン 
を押すとトレーが少し出てきます。トレーを持って 
止まるまでゆっくりと引き出してください。 
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CD - ROM は CD - R 〇 M の文字が印刷されている面を上に 
してトレーの上に静かに、確実に置き、右図のように片 
方の手でトレーを持ちながら、もラー方の手でトレーの 
中心にあるローター部分に CD - R 〇 M の穴がはまるよう 
に指で押して、トレーにセツトします。 

I M-O ラベルを貼り付けている CD - ROM はセツトしない 
でください。誤動作の原因となります。 


トレーの前面を軽く押して CD - R 〇 M ドライブ内にセッ 
卜すれば完了です。 

CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドライブの駆動 
音が大きく聞こえるときは CD - ROM をセットし直 
してください。 

CD - R 〇 M の取り出しは、 CD - R 〇 M をセットするときと 
同じように CD トレーイジェクトボタンを押してトレー 
を引き出します。 

右図のよラに、片方の手でトレーを持ち、もラー方の手 
でトレ—の中心にある□ーター部分を押さえながら CD - 
RQM の端を軽くつまみ上げるようにしてトレーから取 
リ出します。 CD - ROM を取り出した6トレーを元に戻 
してください。 




CD-ROM を取り出せないときは... 

CD トレーイジェクトボタンを押してもトレーがイジェクトされない場合は、次の手順に従つ 
て CD - ROM を取リ出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を 
〇 FF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - R 〇 M 前面右側にあ 
るエマージェンシーホールに差し込ん 
で、トレーが出てくるまでゆっくりと押 
す。 


IH1 


□ 口 

t □〇⑴日 




つま楊枝やプラスチックなど折れ 
やすいものを使用しないでくださ 
い0 

上記の手順を行っても CD - ROM が 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


エマージェンシー 
ホール 


本製品について 
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3. トレーを持って引き出す。 

4. CD - ROM を取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


CD-ROM の取り扱いについて 

CD-R 〇 M を破損しないように、次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD-R 〇 M を落とさないでください0 

• CD-R 〇 M の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD-R 〇 M にラベルなどを貼らないでください0 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接 CD-R 〇 M に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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本装置への接続 


本製品はセットアップを完了した6それ以降は特に操作しなくても動作可能です。運用中の 
管理や設定の変更はクライアントマシンの「管理コンソール （ WebUI )」 または 「Microsoft 
Management Console ( MMC ) 」か 6 行います 0 

また、 WebUI にはターミナルサービスクライアント機能が含まれています。 


WebUI を使用する場合 

クライアントマシンの Web ブラウザ (Internet exploler 5.5 以降）を使って、ネットワーク接 
続されている本装置に接続します。 Netscape はサポートしていません。 

1. クライアントマシン上で Web ブラウザを起動する。 

2. URL 入力欄（[アドレス]または[場所]など）に 「 http ゾ / x . x . x . x ゼ〇99/」を指定する。 

「 X . X . X . X 」 の部分には本装置の IP アドレスを入力して く ださい。 


3. Administrator で□グインする。 

パスワードは、初期状態では初期設定 
ツールの管理者パスワードに指定した内 
容になっています。 






ladminiatr.=itnrl 


ユーザー名とパスワードを入力してく e •さい。 
サイト： X.X.X.X 

ユーザー名 ( U ) 

パスワ-ド (£) 

ドメィン必 

r こ©パスワードを保存する© 






キャンセル」 


正しく□グインできると右の画面が表示 
されます。 


||ファイル<£>編集®表示幼お気にツールのヘルプ妙 

扣戻る， j ^ ^ 这梭索 a お気に入り d 履歴 4- -J 

| j アドレス (&) |@ http：//l 92168.1 .64£099/Tasks.asp?tab1 =TabHome&HOME=TabHome 


>torageServer 

Tnec 


l I ii 


ネットワークの敦定 q 

場！ 主動:ネットヮ-ク狗、♦ティ棟理します。も 

% 主要ぼビスを制御します。 % 

^ □一カルフォルダを苷理し、ファ…レ«有を ^ 

^ 作成ま; as 変更します。 ⑽ 

マ ォ w ィンヘルプを表乱ます。 



また、 WebUI は ESMPRO / 
ServerManage 「からも起動できます。た 
だし、この場合は事前に Exp 「 ess 58 〇〇/ 
StorageServer 連携モジュールを 
ESMPR 〇/56「ソ6「1\/|3阳96「がインストー 
ルされているクライアントマシンに適用し 
ておくことが必要です。 



RWU 提能 MAC7T レス 

RWU 梅能旧フ*ロードキャスト7ドレス 

NT サーハ*エーシント 

DMI エーシ *i ント 

OS 名 （Management Console 用） 
OS〆-'/ ヨン (Management Console 用） 
本♦ート番号 (Management Console 用） 




资〇 d ® , 3 アラ - トビュ'■ア 


」|0オへ>■シ〇ウィン内-し 


本製品について 
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Microsoft Management Console(MMC) を使用する場合 

クライアントマシンが Windows 2000の場合のみ使用できます。 


1. スタートメニューから[管理ツール]—[コンピュータの管理]の順にクリックする。 


2. [操作]—[別のコンピュータへ接続]の順 
に選択し、[名前]ボックスにコンピュー 
夕名を入力する。 


コンピュータ名は初期設定ツールで設定 
した名称です。 
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